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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 茨城県稲敷市行政経営部管財課 

②事業名 稲敷市内小学校跡地利活用推進事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 【施設】旧浮島小学校、旧古渡小学校、旧根本小学校 

○上記 3 施設の学校跡地利活用推進事業を進めるにあたり、民間

事業者等との対話を行うことにより、市場性や活用方法、活用

する上での前提条件等を把握することを目的としている。 

○2022（令和 4）年に稲敷市全域が過疎地域指定を受けるなど

の人口減少、居住する地域との関わりや愛着の低下等が問題と

なっており、地域の魅力を高めていくことや、安心して暮らせ

る地域として選んでもらうためにより良い住環境を整えていく

ことが課題となっている。市内外の人に魅力を感じてもらえる

まちづくりを目指している。 

○旧浮島小学校（非線引き都市計画区域） 

 つくば霞ヶ浦りんりんロード（サイクリングロード）や和田公

園等の観光資源が周辺にあるため、市内外の観光交流の創出を

図ることを目的とするが、旧浮島小学校周辺に住宅地が密集し

ているため、周辺住民の住環境に配慮した事業を想定している。

例としては、市外の観光客を呼び込めるレジャー施設や宿泊施

設をメインとしつつも、地域の人々が日常的に運動等の利用や

交流ができるコミュニティスペースのある複合施設などであ

る。 

○旧古渡小学校（非線引き都市計画区域） 

つくば霞ヶ浦りんりんロード（サイクリングロード）や和田公

園などの観光資源に加え、桜川総合運動公園（野球場）やゴル

フ場などのスポーツ施設もあるため、市内外の観光交流やスポ

ーツ交流の創出を図ることを目的とする。また、既存集積度が

低く集落が点在しているため、市街地としてのまとまりが弱い

部分を考慮し、点在する集落を線で結ぶような「ライン型生活

圏」の形成にも寄与するような事業を想定している。例として

は、スポーツ団体や部活動などで利用できる合宿所のような宿
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泊施設をメインとし、地域の人々が日常的に交流できるコミュ

ニティスペースがある複合施設などである。 

○旧根本小学校（市街化調整区域） 

 市街地（自動車で約 5 分）や病院が周辺にあり、隣接する龍ケ

崎市に近い側面をいかした生活の利便性や住みやすさにつなが

るようなより地域の生活に根差した事業を想定している。例と

しては、子育て支援や介護支援等の福祉施設等により、多くの

世代の地域の人がコンパクトに生活しやすいまちを形成できる

ような施設などである。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

・各 3 施設の地区特性や立地特性を考慮して、どのような事業や

施設の導入が考えられるか提案いただきたい。 

【旧浮島小学校】非線引き都市計画区域 

つくば霞ヶ浦りんりんロードの近くに位置し、周辺にキャンプ

地としての利用も多い水郷筑波国定公園浮島園地（和田公園）

あり（自動車で約 4 分）。 

【旧古渡小学校】非線引き都市計画区域 

つくば霞ヶ浦りんりんロードの近くに位置し、学校敷地に隣接

して古渡水の里公園あり。周辺に、桜川総合運動公園（自動車

で約 3 分）及びゴルフ場（自動車で約 4 分）あり。 

【旧根本小学校】市街化調整区域 

周辺に市街地（自動車で約 5 分）や病院があり、学校敷地に隣

接して幼稚園（令和 6 年度閉園予定）あり。 

・土地の売却のみではなく、官民連携としてどのような手法が想

定されるか提案いただきたい。 

・各 3 施設の利活用について、民間事業者としての考えや想定で

きる取り組みを提案いただきたい。 

・観光資源としての活用を想定する場合も、地域住民が集まれる

ような仕組みや地域への配慮を考えた事業があれば提案いただき

たい。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  
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６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（未定） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（公的不動産の利活用） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

統廃合により閉校となった学校跡地を貸付や官民連携事業によ

る利活用推進事業。 

 有効的な活用方法を検討するにあたり、行政需要への対応、地

域住民の利用等、地域ニーズを十分に踏まえた活用を念頭におき、

民間事業者から意見をいただき、市場性を知り、活用方法の検討

を行う。 

⑥現状及び課題 【現状】 

学校の統合により、旧浮島小学校及び旧古渡小学校は令和 3 年、

旧根本小学校は平成 26 年に廃校となった。その後、市としての

利用計画はなく、現在校舎等の建物及び敷地は利用されていない

状況。旧浮島小学校及び旧古渡小学校は、市独自でサウンディン

グ型市場調査を行ったが、活用にはいたっていない。 

【課題】 

大規模な敷地と施設を有する学校跡地については、地域を活性化

させるという観点から有効に活用していくことが、本市にとって

重要な課題となっている。そのため、行政需要への対応や地域住

民の利用等、地域ニーズを十分にふまえて、地域防災への配慮を

しながら、幅広く活用方法を検討する。 

⑦前提条件 

 

①旧浮島小学校 

非線引き都市計画区域に立地している。全ての施設にて旧耐震基

準となっている。 

②旧古渡小学校 

非線引き都市計画区域に立地している。体育館のみ新耐震基準と

なっており、校舎については旧耐震基準となっている。 

③旧根本小学校 

市街化調整区域に立地している。すべての施設にて旧耐震基準と

なっている。 
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⑧事業スケジュール（予

定） 

令和 6 年度 サウンディング（事業内容検討） 

令和 7 年度以降 利活用に向けた提案を公募。 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） ①旧浮島小学校 

茨城県稲敷市浮島 3650 番地 外 64 筆 

（JR 成田線佐原駅約 12km、JR 常磐線土浦駅約 28km） 

（圏央道（首都圏中央連絡自動車道）稲敷 IC 約 15ｋｍ 

                 稲敷東 IC 約 12ｋｍ） 

②旧古渡小学校 

 茨城県稲敷市古渡 2166 番地 外 27 筆 

（JR 成田線下総神崎駅約 12km、JR 常磐線土浦駅約 22km） 

（圏央道（首都圏中央連絡自動車道）稲敷 IC 約 8ｋｍ 

                 稲敷東 IC 約 9ｋｍ） 

③旧根本小学校 

 茨城県稲敷市茨城県稲敷市上根本 3154 番地 他 8 筆 

（JR 成田線滑河駅約 13km、JR 常磐線龍ケ崎市駅約 15km） 

（圏央道（首都圏中央連絡自動車道）稲敷 IC 約 8ｋｍ 

稲敷東 IC 約 9ｋｍ） 

②敷地面積 ①旧浮島小学校 17,706 ㎡ 

（内訳 建物敷地 2,459 ㎡ 運動場 15,247 ㎡） 

②旧古渡小学校 19,829 ㎡ 

（内訳 建物敷地 4,842 ㎡ 運動場 14,987 ㎡） 

③旧根本小学校 17,262 ㎡ 

（内訳建物敷地 7,667 ㎡ 運動場 9,080 ㎡ その他 515 ㎡） 

③土地利用上の制約 ①旧浮島小学校・②旧古渡小学校 

用途地域 非線引き都市計画区域 

防火・準防火地域 指定なし 

建ぺい率／容積率 60％／200％ 

高さ制限 制限なし 

高度地区 指定なし 

日影規制 制限なし 

③旧根本小学校 

用途地域 市街化調整区域 

防火・準防火地域 指定なし 

建ぺい率・容積率 60％／200％ 

高さ制限 制限なし 

高度地区 指定なし 

日影規制 制限なし 
 

④所有者 ①、②、③：稲敷市 
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■添付資料 

 添付資料 1_施設調書 

 添付資料 2_航空写真（位置・配置） 

⑤周辺施設等 ①旧浮島小学校 

1ｋｍ圏内に郵便局。2ｋｍ圏内に水郷筑波国定公園浮島園地（和

田公園）、農産物直売所。3ｋｍ圏内に公民館、妙岐ノ鼻（湿地帯）。 

②旧古渡小学校 

隣接する形で古渡水の里公園。1ｋｍ圏内に小学校、総合運動公

園。2ｋｍ圏内にゴルフ場。3ｋｍ圏内に郵便局。 

③旧根本小学校 

1ｋｍ圏内に郵便局、病院。2ｋｍ圏内に工業団地。3ｋｍ圏内に

宿泊施設、スーパー。 

⑥対象地周辺の環境 ①旧浮島小学校 

周辺は耕作地帯があり、霞ヶ浦が北側に位置し、キャンプとして

の利用がある和田公園やサイクリングロードであるつくば霞ヶ浦

りんりんロードがある。南側には住宅地が広がっている。 

②旧古渡小学校 

周辺は耕作地帯があり、霞ヶ浦が北側に位置し、サイクリングロ

ードであるつくば霞ヶ浦りんりんロードがある。南側には、古渡

水の里公園が隣接しており、東側にはゴルフ場が複数あり、観光

資源が豊富な地域となっている。 

③旧根本小学校 

北側、南側に山林に挟まれているが、南側、東側には住宅地があ

る。東側には工業団地やスーパー等の生活拠点がある。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

稲敷市は、豊かな自然環境と温暖な気候に恵まれた水と緑にあ

ふれた田園都市である。茨城県の南部に位置しており、全国第 2

位の面積を誇る湖である霞ヶ浦に面し、水辺には和田公園や妙岐

ノ鼻などキャンプやバードウォッチングなどの拠点となる環境が

ある。また、豊富な水辺環境を活かし、水田が一面に広がる関東

有数の米どころである。近年、圏央道が開通し、市内には 2 箇所

の IC が設置された。圏央道を利用することで、東京までのアクセ

スも車で 60 分～80 分程度となり、より便利な環境となってい

る。 


